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「モデリングに関して」、ご説明します。
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Revitの「モデリング」とは 

ビルディングインフォメーション モデル（BIM）を作成 
• ビルディング インフォメーション モデルをサポート→建築設計図書作成 
• 図面、数量、パース等、設計者が作成する設計図書に必要な情報を、ほ

ぼ自動で作成。 
• 全ての図面、集計情報が完全連携。 

2次元設計との根本的な違い 
• Revit内（モデルビュー、図面シート、集計表、断面図、および計画）で加

えた変更が自動的に調整される。  
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【Revitの「モデリング」とは】

●Revitは、ビルディング インフォメーション モデル（BIM）を作成します。
Revitは、ビルディング インフォメーションモデルをサポートし、建築設計図書を作成します。
プロジェクトの設計、範囲、数量、およびフェーズ（時間軸による設計段階や、改築・増築の段階など）の情報が、作成したビルディング インフォメーション モデルから取得でき、
図面、数量、パース等、設計者が作成する設計図書に必要な情報を、ほぼ自動で作成します。

Revitは、基礎となる建物モデル データ ベース内の情報を、図面シート、2Dビュー、3Dビュー、および集計表として表現します。
図面ビューや集計表ビューで作業していく過程で、Revitによって、建築プロジェクトが収集され、そのプロジェクトのすべての表現でこの情報が調整されます。
つまり、すべての建物モデル、図面、集計情報が完全に連携しています。

●2次元設計との根本的な違いとして
Revitの建物モデルは、パラメトリックに修正できます。
Revit内のモデルビュー、図面シート、集計表、断面図、および計画で加えられた変更は自動的に調整されます。

たとえば、2次元の平面図ビューで窓の形状を変更したとき、関連する3Dビュー、断面図、立面図、および集計表も自動的に調整されます。
よって、2次元の設計図面作成のように、各図面をそれぞれ変更する手間を省き、整合性も保って、プロジェクトを完成することができます。
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各種モデリングの方法について 

マスから建物モデルをモデリングする方法 
• コンセプト デザインのマスから、壁、床、屋根などの建物モデルを生成。 
• マス形状を変更すると、生成した建物モデルの更新が可能。 
• コンセプトデザインの各フロアの面積検討も可能（マス床）。 
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【Revitのモデリング方法について】

Revitのモデリング方法は、主に２つあります。

１つめのモデリング方法は、コンセプトデザインで作成したマスから建物モデルを生成する方法です。
生成できる建物モデルは、壁、床、屋根と、カーテンシステムです。
「マス＆外構」タブ ＞ 「モデル面」パネル ＞ 各ツールを実行してマス面をクリックしてください。

壁は、コマンドを実行後に、マス面をクリックすると作成されます。
カーテンシステムと屋根は、コマンドを実行後に、マス面をクリックしたあと、「複数選択」パネル の 「屋根を生成」または、「システムを生成」をクリックすると生成できます。
床は、事前に作成した「マス床」を選択して、「複数選択」パネルの 「床を生成」をクリックすると生成されます。

建物モデルを生成した後も、コンセプトデザインのマスは変更できます。
また、変更したマスに合わせて建物モデルは更新できます。
更新する場合は、変更したマスを選択してください。「修正│マス」コンテキストタブが表示され、「モデル」パネルに「関連ホスト」コマンドが表示されます。
この「関連ホスト」コマンドをクリックして、次に表示される「修正│複数選択」コンテキストタブの「モデル面」パネルの「面に更新」を実行します。
修正したコンセプトデザインマスの形状に、建物モデルが更新されます。

各フロアの建築面積は、マス床を作成すると集計できます。建物モデルの床が作成されていなくても可能です。

以上のように、「マスから建物モデルをモデリングする方法」は、建物モデルの検討の際にとても便利な方法です。
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各種モデリングの方法について 

通常の設計に近い方法でモデリング 
• 通り芯作成→壁→床など、実際の建て方と同じ工程でモデルを作成。 
• 建物モデル作成時に、高さ情報を設定し、平面図、立面図、断面図、

3Dビューなど、各ビューで確認しながらモデリング、 
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２つめの方法は、「通常の設計に近い方法でのモデリング」です。

2次元図面を作成するときと同じように、通り芯、柱、壁、ドア、窓、床など、実際の建て方と同じ工程で建物モデルを作成できます。

たとえば、立面図ビューで、フロアを追加します。
つぎに、平面図ビューに切り替えて、通り芯を作成します。
通り芯を作成後、各フロアの平面図ビューで、柱、壁、ドア、窓、床などの建物モデルや部屋を作成します。
作成後、寸法、建具のタグ、部屋タグなどの注釈を作成して平面図を仕上げます。

立面図は、平面図作成のときに高さ情報を設定してますので、自動的に作成されます。
断面図は、断面線分を必要な箇所に追加するだけで作成されます。
寸法、建具タグ、部屋タグなどを作成して、各図面を仕上げてください。

先にご説明したように、Revitはプロジェクトのすべての情報が連携しています。
平面図、立面図、断面図、3Dビューおよび、集計表で、情報の連携を確認しながら、建物モデルを作成することができます。

【集計表について】
配置した建物モデルは、連携された情報を元に、カテゴリごとに集計表を作成できます。
たとえば、壁の面積の集計表や、ドア、窓などの建具の集計表です。
部屋面積の集計表は、部屋が配置されていれば作成できます。
フロアごとの面積集計表や、建築面積の集計表は、エリアを配置することで作成できます。



© 2013 
Autodesk 

各種コマンド 

モデリングのコマンド 

• モデル作成に必要な作業用コマンドは、「建築」タブからアクセス可能。 

 
 「建築」タブ 

「修正│配置壁」 
コンテキスト タブ 

「プロパティ パレット」 
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【各種コマンドについて】

建物モデルを作成するコマンドは、「建築」タブまたは、「構造」タブから実行できます。
コマンドは、カテゴリごとに「パネル」ごとに用意されています。

コマンドを実行または、編集するモデルを選択すると、実行したコマンドまたは、選択した建物モデルに特化した「コンテキスト タブ」が表示されます。（コンテキスト タブは、緑色で表示されます）
また、オプションバーにも設定する項目が表示されます。
作図するときは、コンテキスト タブ、オプションバーと、プロパティ パレットでタイプや、パラメータを設定してください。


●レベル
フロア（階）を設定する「レベル」は、「データム」パネルから実行できます。
レベルは、「立面図」ビューまたは、「断面図」ビューで作成できます。

●通り芯
通り芯は、「データム」パネルから実行できます。
平面図ビューで作成してください。

●壁と柱
壁と柱は、「構築」パネルから実行できます。
意匠用と構造用があります。用途に合わせて選択します。
壁は、標準壁、重ね壁と、カーテンウォールの３つのファミリがあります。作図時に、「プロパティ パレット」から、各ファミリのタイプを選択してください。

●ドアと窓
ドアと窓は、「構築」パネルから実行できます。
壁をホスト（親）として配置できます。
※ドアと窓は、壁が存在していないところには配置できません。

●床
「床」は、「構築」パネルから実行できます。
床は、作図する領域をスケッチで境界を作成します。作図の描画の既定値は、「壁を選択」です。壁をクリックすると、紫色のスケッチ境界線が作図されます。
閉じた領域を作図します。

●天井
天井は、「構築」パネルから実行できます。
天井も、閉じた領域をスケッチで境界を作成します。作図の描画の既定値は、「自動天井」です。壁が作図されている閉じた領域を自動的に認識して作図できます。
床と同じように、任意に領域を作成するときは、「天井をスケッチ」を実行すると作図できます。

●コンポーネント
コンポーネントは、「構築」パネルから実行できます。
家具、衛生機器などのコンポーネントを配置できます。

●階段
「階段」は、「階段」パネルから実行できます。
階段は、「スケッチによる階段」と「コンポーネントによる階段」の2つがあります。
「スケッチによる階段」は、階段経路を作成することで、建物モデルに階段を作成します。
「コンポーネントによる階段」は、踏面、踊り場、支持の共通のコンポーネントを作成することにより、建物モデルに階段を作成します。
360度を超える螺旋階段を作成する場合は、「コンポーネントによる階段」を使用します。

●手すり
「手すり」は、「階段」パネルから実行できます。
手すりは、「パスをスケッチ」と「ホストに配置」の2つがあります。
すでに作成した階段や、床をホストとして作図する場合は、「ホストに配置」を使用します。


●部屋
「部屋」は、「部屋とエリア」パネルから実行できます。
部屋は、壁、床、天井などの建物モデルや、部屋の分割線を境界にして、部屋を作成します。
建物モデルは、「プロパティ パレット」で、「部屋の境界」のオンまたは、オフを設定できます。
トイレブースの壁など、部屋の境界にしない場合建物モデルは、「部屋の境界」をオフにしてください。

●エリア
「エリア」は、「部屋とエリア」パネルから実行できます。
作図前に、「エリア平面図」を実行して、目的に合わせたエリア平面図を作成し、エリア境界とエリアを配置します。
※フロアごとの床面積や、建物面積などを求めるときに使用します。


以上が、主なコマンドです。
詳細については、各ヘルプをご参照ください。
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